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(57)【要約】

【課題】　着火放電を抑え、自ら火花を発生することも

防止できる接地確認装置を提供することである。

【解決手段】　対象物１１に接触させるための導体１を

測定電源回路９に接続するとともに、上記導体１を対象

物１１に接触させたときに、測定電源回路の電荷が対象

物側に流れるか否かで対象物の接地状況を確認する接地

確認装置である。そして、上記導体１と測定電源回路９

との間に高抵抗素子２を介在させ、上記導体１と高抵抗

素子２とは、それらの間に生成される浮遊容量ＳＣを許

容限度の範囲内に抑える間隔Ｌを保っている。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 先 端 を 対 象 物 に 接 触 さ せ る た め の 導 体 と 、

こ の 導 体 に 接 続 さ れ た 高 抵 抗 素 子 と 、

上 記 導 体 に 接 続 し た 側 と は 反 対 側 に お け る 上 記 高 抵 抗 素 子 に 接 続 さ れ た 接 地 電 位 保 持 手 段

と 、

上 記 導 体 と 対 向 す る 浮 遊 容 量 生 成 手 段 と

を 備 え 、

上 記 導 体 と 上 記 浮 遊 容 量 生 成 手 段 と の 対 向 長 さ で 上 記 浮 遊 容 量 が 決 め ら れ る 構 成 に す る 一

方 、

上 記 導 体 先 端 と 対 象 物 と の 間 に 絶 縁 破 壊 が 発 生 し た と き 、 高 抵 抗 素 子 で 大 電 流 の 流 れ を 阻

止 す る と と も に 、 上 記 浮 遊 容 量 に そ の 容 量 分 の 電 荷 が 蓄 電 さ れ て 対 象 物 と 導 体 と が 同 電 位

に な る 構 成 に し た 除 電 機 構 。

【 請 求 項 ２ 】

　 上 記 導 体 と 浮 遊 容 量 生 成 手 段 と の 対 向 長 さ が 、 上 記 浮 遊 容 量 が 、 ０ ． １ ｐ Ｆ ～ ５ ｐ Ｆ に

な る 長 さ を 保 ち 、 か つ 、 高 抵 抗 素 子 を １ ０ ０ Ｍ Ω ～ ５ ０ ０ Ｍ Ω に し た 請 求 項 １ に 記 載 の 除

電 機 構 。

【 請 求 項 ３ 】

　 上 記 導 体 と 浮 遊 容 量 生 成 手 段 と の 対 向 長 さ が 、 上 記 浮 遊 容 量 が 、 ３ ｐ Ｆ に な る 長 さ を 保

ち 、 か つ 、 高 抵 抗 素 子 を １ ０ ０ Ｍ Ω に し た 請 求 項 １ に 記 載 の 除 電 機 構 。

【 請 求 項 ４ 】

　 測 定 電 源 回 路 に 接 続 さ れ た 導 体 と 、

こ の 導 体 に 接 続 さ れ た 高 抵 抗 素 子 と 、

上 記 導 体 と 対 向 す る 浮 遊 容 量 生 成 手 段 と

を 備 え 、

上 記 導 体 の 先 端 を 対 象 物 に 接 触 さ せ た と き に 、 測 定 電 源 回 路 の 電 荷 が 対 象 物 側 に 流 れ る か

否 か で 対 象 物 の 接 地 を 確 認 す る 接 地 確 認 装 置 で あ っ て 、

上 記 導 体 と 上 記 浮 遊 容 量 生 成 手 段 と の 対 向 長 さ で 上 記 浮 遊 容 量 が 決 め ら れ る 構 成 に す る 一

方 、

上 記 導 体 を 通 常 は 接 地 側 に 接 続 し 、 こ の 導 体 の 先 端 を 対 象 物 に 押 し 付 け て 当 該 導 体 に 押 圧

力 が 作 用 し た と き 、 上 記 導 体 を 接 地 側 か ら 切 り 離 す と と も に 、 当 該 導 体 を 上 記 測 定 電 源 回

路 に 接 続 す る 切 換 え 機 構 を 設 け 、

上 記 導 体 先 端 と 対 象 物 と の 間 に 絶 縁 破 壊 が 発 生 し た と き 、 高 抵 抗 素 子 で 大 電 流 の 流 れ が 阻

止 さ れ る と と も に 、 上 記 浮 遊 容 量 に そ の 容 量 分 の 電 荷 が 蓄 電 さ れ て 対 象 物 と 導 体 と が 同 電

位 に な る 構 成 に し た 接 地 確 認 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 上 記 切 換 え 機 構 は 、

上 記 導 体 と 一 体 的 に 移 動 す る と と も に こ の 導 体 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 切 換 え 素 子 と 、

常 時 接 地 状 態 を 保 つ 接 地 素 子 と 、

上 記 切 換 え 素 子 に ば ね 力 を 作 用 さ せ 、 そ の ば ね 力 の 作 用 で 上 記 切 換 え 素 子 を 上 記 接 地 素 子

に 接 触 さ せ る ば ね 部 材 を 備 え 、

通 常 は 、 上 記 ば ね 部 材 の ば ね 力 で 上 記 切 換 え 素 子 を 接 地 素 子 に 接 触 さ せ て 上 記 導 体 を 接 地

さ せ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 接 地 確 認 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 上 記 導 体 と 、

こ の 導 体 と そ の 軸 線 方 向 に 一 体 的 に 移 動 す る 切 換 え 素 子 と 、

一 方 の 端 部 が 上 記 切 換 え 素 子 と 間 隔 を 保 つ と と も に 他 方 の 端 部 が 上 記 測 定 電 源 回 路 に 接 続

さ れ た 導 体 連 結 素 子 と を 備 え 、

上 記 切 換 え 素 子 が 上 記 ば ね 部 材 の ば ね 力 に 抗 し て 上 記 間 隔 分 移 動 し た と き 、 切 換 え 素 子 と

測 定 電 源 回 路 と を 、 上 記 導 体 連 結 素 子 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 す る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の
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接 地 確 認 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 上 記 測 定 電 源 回 路 が 、 キ ャ パ シ タ と 、 こ の キ ャ パ シ タ を チ ャ ー ジ す る 電 源 と 、 キ ャ パ シ

タ の 電 圧 を 測 定 す る 測 定 手 段 と か ら な る 請 求 項 ４ ～ ６ の い ず れ か １ に 記 載 の 接 地 確 認 装 置

。

【 請 求 項 ８ 】

　 上 記 キ ャ パ シ タ と 上 記 電 源 と の 間 に 設 け た 連 動 ス イ ッ チ と 、

上 記 切 換 え 素 子 と 上 記 連 動 ス イ ッ チ と を 連 動 さ せ る 連 動 手 段 と を 備 え 、

上 記 切 換 え 素 子 が 上 記 接 地 素 子 に 接 触 す る と と も に 、 切 換 え 素 子 が 測 定 電 源 回 路 か ら 切 り

離 さ れ て い る 位 置 関 係 に お い て 上 記 連 動 手 段 が 上 記 連 動 ス イ ッ チ を 閉 じ 、 切 換 え 素 子 が 上

記 接 地 素 子 か ら 切 り 離 さ れ て 切 換 え 素 子 が 測 定 電 源 回 路 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 位 置 関 係 に

お い て 上 記 連 動 手 段 が 上 記 連 動 ス イ ッ チ を 開 く 構 成 に し た 請 求 項 ７ に 記 載 の 接 地 確 認 装 置

。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 こ の 発 明 は 、 着 火 放 電 を 発 生 さ せ な い 除 電 機 構 及 び そ の 除 電 機 構 を 備 え た 接 地 確 認 装 置

に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 可 燃 性 溶 剤 や 粉 体 な ど を 取 り 扱 う 危 険 な 場 所 で の 着 火 事 故 の 多 く は 、 接 地 不 備 に よ り 、

帯 電 し た 導 体 と 接 地 さ れ た 導 体 と の 間 で 生 じ る 着 火 放 電 が 原 因 と な っ て い た 。

　 こ の よ う な 着 火 放 電 に 起 因 す る 事 故 は 、 静 電 気 対 策 の 基 本 で あ る 対 象 物 の 除 電 も し く は

接 地 を 適 切 に 行 う こ と で 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 そ し て 、 従 来 の 除 電 機 構 は 、 接 地 電 位 を 保 っ た 端 子 を 上 記 対 象 物 に 直 接 接 触 さ せ て 、 当

該 対 象 物 の 静 電 気 を 除 去 す る よ う に し て い た 。

　 ま た 、 防 爆 対 策 で は 、 当 該 対 象 物 が 接 地 さ れ て い る か ど う か を 確 認 す る 必 要 が あ る 。 な

ぜ な ら 、 接 地 が 不 十 分 で 対 象 物 が 帯 電 し て い る と 、 そ れ が 放 電 す る と き の 火 花 に よ っ て 事

故 を 起 こ す こ と が あ る か ら で あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 そ こ で 従 来 は 、 例 え ば 、 一 対 の 端 子 の 一 方 を 対 象 物 に 接 触 さ せ 、 い ず れ か 他 方 の 端 子 を

接 地 側 に 接 触 さ せ て 除 電 し て い た 。 ま た 、 対 象 物 が 接 地 さ れ て い る か ど う か の 判 定 は 、 端

子 を 対 象 物 に 接 触 さ せ 、 そ の 端 子 に 電 圧 を 印 加 し て 、 対 象 物 に 電 流 が 流 れ る か ど う か を 判

定 す る よ う に し て い た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ５ － ２ ０ ４ ２ ３ ４ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ６ － ２ ２ ５ ２ ４ ４ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 上 記 し た 従 来 の 除 電 機 構 で は 、 接 地 電 位 を 保 っ た 端 子 を 除 電 対 象 物 に 直 接 接 触 さ せ て い

た の で 、 そ の 端 子 が 除 電 対 象 物 に 接 触 す る 直 前 に 、 除 電 対 象 物 と 上 記 端 子 と の 間 で 絶 縁 破

壊 が 発 生 し 、 そ の と き に 過 大 エ ネ ル ギ ー が 放 出 さ れ る 。 そ の た め に 除 電 対 象 物 と 上 記 端 子

と の 間 で 着 火 性 の 火 花 放 電 が 発 生 す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 の よ う に 除 電 対 象 物 と 端 子 と の 間 で 火 花 放 電 が 発 生 す れ ば 、 そ れ が 爆 発 ・ 火 災 事 故
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の 要 因 に な っ て し ま う 。

　 つ ま り 、 従 来 の 除 電 機 構 で は 、 除 電 対 象 物 の 静 電 気 を 除 去 す る も の で あ り な が ら 、 除 電

機 構 自 ら が 爆 発 ・ 火 災 事 故 の 要 因 を 作 っ て し ま う と 言 う 矛 盾 を 抱 え て い た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま た 、 従 来 の 接 地 確 認 装 置 で は 、 端 子 を 測 定 対 象 物 に 接 触 さ せ 、 そ の 端 子 に 電 圧 を 印 加

し て 電 流 が 流 れ る か ど う か を 判 定 す る も の で 、 測 定 対 象 物 を 事 前 に 除 電 す る 機 能 が 備 わ っ

て い な か っ た 。

　 そ の た め に 上 記 除 電 機 構 と 同 様 に 、 接 地 確 認 を す る 装 置 で あ り な が ら 、 自 ら が 着 火 の 要

因 を 作 っ て し ま う と 言 う 矛 盾 を 抱 え て い た 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 自 ら が 爆 発 ・ 火 災 事 故 の 要 因 に は な ら な い 除 電 機 構 及 び 接 地 確 認 装

置 を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 第 １ の 発 明 の 除 電 機 構 に お け る 構 成 上 の 最 大 の 特 徴 は 、 端 子 な ど の 導 体 の 先 端 と 除 電 対

象 物 と の 間 に 絶 縁 破 壊 が 発 生 し た と き 、 高 抵 抗 素 子 で 大 電 流 の 流 れ を 阻 止 す る と と も に 、

上 記 浮 遊 容 量 に そ の 容 量 分 の 電 荷 が 蓄 電 さ れ て 除 電 対 象 物 と 導 体 と が 同 電 位 に な る 構 成 に

し た 点 で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 上 記 の 構 成 の も と で は 、 導 体 と 浮 遊 容 量 生 成 手 段 と の 対 向 長 さ に よ っ て 浮 遊 容 量 が 決 め

ら れ る 。 し た が っ て 、 そ の 対 向 長 さ の 設 定 に よ っ て 浮 遊 容 量 を 微 小 に 保 つ こ と が で き る 。

浮 遊 容 量 が 微 小 で あ れ ば 、 上 記 し た 絶 縁 破 壊 が 発 生 し た と し て も 、 瞬 間 的 に は 、 浮 遊 容 量

の 蓄 電 量 に 相 当 す る 電 流 し か 流 れ な い し 、 上 記 導 体 と 除 電 対 象 物 と が 即 座 に 同 電 位 に な る

。

　 な お 、 上 記 浮 遊 容 量 は 上 記 の よ う に 導 体 と 浮 遊 容 量 生 成 手 段 と の 対 向 長 さ に よ っ て 決 ま

る が 、 こ の 対 向 長 さ も 上 記 導 体 の 断 面 形 状 に 応 じ て 変 化 す る 。 例 え ば 、 断 面 が 平 板 状 の 導

体 あ る い は 断 面 が 円 形 で 直 径 が 大 き な 導 体 で あ れ ば 、 相 対 的 に そ の 長 さ を 短 く で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の よ う に 導 体 と 除 電 対 象 物 と が 同 電 位 に な れ ば 、 導 体 と 対 象 物 と の 間 に は 電 流 が 流 れ

な く な る 。

　 し た が っ て 、 導 体 と 対 象 物 と の 間 に 流 れ る 電 流 は 、 浮 遊 容 量 の 微 小 な 蓄 電 量 に 相 当 し て

非 常 に 小 さ い も の に な る 。 こ の よ う に 電 流 が 小 さ け れ ば 、 当 然 の こ と と し て 放 電 エ ネ ル ギ

ー も 小 さ く な る の で 着 火 放 電 を 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 上 記 浮 遊 容 量 に 蓄 電 さ れ た 電 荷 が 放 電 し て 対 象 物 と 導 体 の 先 端 と の 間 に 再 び 電 位

差 が で き れ ば 、 そ の 都 度 、 絶 縁 破 壊 に よ る 放 電 が 繰 り 返 さ れ る 。 し か し 、 そ の と き の 放 電

電 流 が 微 小 で あ る こ と は 上 記 し た と お り な の で 、 た と え 充 放 電 が 繰 り 返 さ れ て も 、 そ の 放

電 エ ネ ル ギ ー は 小 さ く 、 着 火 放 電 に は 至 ら な い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 な お 、 上 記 導 体 は 、 金 属 や あ る 程 度 の 抵 抗 を 有 す る 導 電 性 樹 脂 や 導 電 性 セ ラ ミ ク ス 、 あ

る い は 金 属 と 導 電 性 樹 脂 や 導 電 性 セ ラ ミ ク ス を 連 続 さ せ た も の で あ っ て も よ い 。 た だ し 、

樹 脂 製 や セ ラ ミ ク ス の 場 合 に は 、 除 電 対 象 物 の 静 電 気 を 接 地 電 位 保 持 手 段 に 逃 が せ る 程 度

の 導 電 性 が 求 め ら れ る 。

　 ま た 、 接 地 電 位 保 持 手 段 は 、 接 地 と 同 電 位 を 保 つ も の で あ れ ば 構 成 や 材 質 は 問 わ な い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 さ ら に 、 上 記 高 抵 抗 素 子 は 、 上 記 導 体 の 先 端 と 除 電 対 象 物 と の 間 に 絶 縁 破 壊 が 発 生 し た

と き 、 高 抵 抗 素 子 で 大 電 流 の 流 れ を 瞬 間 的 に 阻 止 し て 、 上 記 浮 遊 容 量 に そ の 容 量 分 の 電 荷

を 蓄 電 さ せ る 機 能 を 発 揮 す る も の で あ る 。 し た が っ て 、 こ の 高 抵 抗 素 子 は 、 浮 遊 容 量 に 電

荷 を 蓄 電 さ せ る と と も に 、 導 体 の 先 端 が 除 電 対 象 物 に 接 触 し た 後 は 、 当 該 対 象 物 の 静 電 気

を 接 地 側 に 流 す 機 能 を 備 え て い る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】

　 第 ２ の 発 明 の 除 電 機 構 は 、 上 記 導 体 と 浮 遊 容 量 生 成 手 段 と の 対 向 長 さ が 、 上 記 浮 遊 容 量

が ０ ． １ ｐ Ｆ ～ ５ ｐ Ｆ に な る 長 さ を 保 ち 、 か つ 、 高 抵 抗 素 子 を １ ０ ０ Ｍ Ω ～ ５ ０ ０ Ｍ Ω に

し 、 第 ３ の 発 明 の 除 電 機 構 は 、 上 記 導 体 と 浮 遊 容 量 生 成 手 段 と の 対 向 長 さ が 、 上 記 浮 遊 容

量 の 容 量 が ３ ｐ Ｆ 程 度 に な る 長 さ を 保 ち 、 か つ 、 高 抵 抗 素 子 を １ ０ ０ Ｍ Ω 程 度 に し た も の

で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 第 ４ の 発 明 の 接 地 確 認 装 置 は 、 第 １ ～ ３ の 発 明 の 除 電 機 構 を 用 い た 接 地 確 認 装 置 で 、 こ

れ ら 除 電 機 構 に 次 の 構 成 を 加 え た も の で あ る 。

　 す な わ ち 、 上 記 導 体 と は 反 対 側 に お け る 高 抵 抗 素 子 に 測 定 電 源 回 路 を 接 続 し 、 上 記 導 体

を 接 地 電 位 保 持 手 段 に 接 続 さ せ た り 上 記 測 定 電 源 回 路 に 接 続 さ せ た り す る 切 換 え 機 構 を 設

け た も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 そ し て 、 切 換 え 機 構 が 上 記 導 体 を 測 定 電 源 回 路 に 接 続 し た と き 測 定 対 象 物 に 電 流 が 流 れ

る か 否 か で 接 地 を 確 認 で き る よ う に し て い る 。

　 な お 、 こ の 第 ４ の 発 明 の 接 地 確 認 装 置 に お い て も 、 着 火 放 電 を 防 止 で き る こ と は 第 １ ～

３ の 発 明 と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 し か も 、 上 記 導 体 の 先 端 を 測 定 対 象 物 に 接 触 さ せ た 段 階 で そ の 対 象 物 が 除 電 さ れ る の で

、 測 定 対 象 物 の 電 荷 が 測 定 電 源 回 路 側 に 逆 流 し た り し な い 。 特 に 、 測 定 電 源 回 路 の 出 力 電

圧 は 、 防 爆 な ど の 観 点 か ら 安 全 性 を 考 慮 し て な る べ く 低 電 圧 に な る よ う に 設 計 さ れ る の で

、 測 定 対 象 物 の 電 荷 が 逆 流 し や す く な っ て い る 。 も し 、 測 定 対 象 物 の 電 荷 が 測 定 電 源 回 路

に 逆 流 し て し ま う と 、 そ の 電 荷 量 に よ っ て は 測 定 電 源 回 路 を 破 壊 し た り 、 発 火 し た り す る

危 険 が あ る 。 し か し 、 上 記 し た よ う に 測 定 対 象 物 が 事 前 に 除 電 さ れ る の で 、 測 定 電 源 回 路

の 破 壊 や 発 火 の 危 険 は な い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 第 ５ の 発 明 の 接 地 確 認 装 置 は 、 測 定 対 象 物 に 導 体 を 接 触 さ せ て 押 し 付 け る 過 程 で 、 対 象

物 の 除 電 と 接 地 確 認 と の 作 業 を 連 続 し て 実 行 で き る 点 に 特 徴 を 有 す る 。

　 こ の よ う な 連 続 作 業 を 可 能 に す る た め に 、 導 体 と 一 体 的 に 移 動 す る 切 換 え 素 子 を 備 え る

と と も に 、 こ の 切 換 え 素 子 を 通 常 は 接 地 素 子 に 接 触 さ せ る ば ね 部 材 を 設 け て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 そ し て 、 導 体 の 先 端 を 測 定 対 象 物 に 接 触 さ せ た 後 に 、 導 体 の 先 端 を さ ら に 押 し 付 け る こ

と に よ っ て 、 上 記 ば ね 部 材 を 撓 ま せ な が ら 切 換 え 素 子 を 接 地 素 子 か ら 切 り 離 す こ と が で き

る 。 一 方 で 、 接 地 素 子 か ら 切 り 離 さ れ た 切 換 え 素 子 を 測 定 電 源 回 路 に 接 続 し て 導 体 と 測 定

電 源 回 路 と を 接 続 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 第 ６ の 発 明 の 接 地 確 認 装 置 は 、 上 記 導 体 と 、 こ の 導 体 と そ の 軸 線 方 向 に 一 体 的 に 移 動 す

る 切 換 え 素 子 と 、 一 方 の 端 部 が 上 記 切 換 え 素 子 と 間 隔 を 保 つ と と も に 他 方 の 端 部 が 上 記 測

定 電 源 回 路 に 接 続 さ れ た 導 体 連 結 素 子 と を 備 え 、 上 記 切 換 え 素 子 が 上 記 ば ね 部 材 の ば ね 力

に 抗 し て 上 記 間 隔 分 移 動 し た と き 、 切 換 え 素 子 と 測 定 電 源 回 路 と を 、 上 記 導 体 連 結 素 子 を

介 し て 電 気 的 に 接 続 す る 構 成 に し て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 第 ７ の 発 明 の 接 地 確 認 装 置 は 、 上 記 測 定 電 源 回 路 が 、 キ ャ パ シ タ と 、 こ の キ ャ パ シ タ を

チ ャ ー ジ す る 電 源 と 、 キ ャ パ シ タ の 電 圧 を 測 定 す る 測 定 手 段 と か ら な る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 第 ８ の 発 明 は 、 上 記 キ ャ パ シ タ と 電 源 と の 間 に 設 け た 連 動 ス イ ッ チ と 、 上 記 切 換 え 素 子

と 上 記 連 動 ス イ ッ チ と を 連 動 さ せ る 連 動 手 段 と を 備 え 、 上 記 切 換 え 素 子 が 上 記 接 地 素 子 に

接 触 し て 導 体 が 測 定 電 源 回 路 か ら 切 り 離 さ れ て い る 位 置 関 係 に お い て 上 記 連 動 手 段 が 上 記

連 動 ス イ ッ チ を 閉 じ 、 切 換 え 素 子 が 上 記 接 地 素 子 か ら 切 り 離 さ れ た 位 置 関 係 に お い て 連 動

手 段 が 上 記 連 動 ス イ ッ チ を 開 く 構 成 に し て い る 。
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【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 こ の 発 明 の 除 電 機 構 に よ れ ば 、 除 電 対 象 物 と 導 体 の 先 端 と の 間 で 絶 縁 破 壊 に よ る 放 電 が

発 生 し て も 、 そ の と き の 放 電 エ ネ ル ギ ー を 小 さ く 抑 え ら れ る の で 、 着 火 放 電 を 防 止 で き る

。

　 ま た 、 こ の 発 明 の 接 地 確 認 装 置 に よ れ ば 、 着 火 放 電 と と も に 測 定 電 源 回 路 の 発 火 も 防 止

で き る し 、 一 連 の 動 作 で 測 定 作 業 を ス ム ー ズ に 実 行 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

【 図 １ 】 除 電 機 構 の 構 造 の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 除 電 機 構 を 電 流 測 定 器 に 用 い た 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 接 地 確 認 装 置 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 接 地 確 認 装 置 の 回 路 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 １ に 示 し た 実 施 形 態 は 、 除 電 機 構 の 概 略 図 で あ り 、 こ の 除 電 機 構 は 接 地 さ れ た ケ ー シ

ン グ Ａ を 備 え 、 こ の ケ ー シ ン グ Ａ の 開 口 部 分 か ら 導 体 １ の 先 端 を 突 出 さ せ て い る 。 こ の 導

体 １ は そ の 先 端 と は 反 対 側 に 高 抵 抗 素 子 ２ を 接 続 す る と と も に 、 こ の 高 抵 抗 素 子 ２ に は ケ

ー ブ ル ｘ を 介 し て 接 地 さ せ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 な お 、 上 記 の よ う に 接 地 さ せ た ケ ー ブ ル ｘ が こ の 発 明 の 接 地 電 位 保 持 手 段 を 構 成 し て い

る が 、 こ の 発 明 に お い て は 、 接 地 電 位 を 維 持 し て い る も の で あ れ ば 、 そ の 構 成 や 材 質 等 は

問 わ な い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 上 記 の よ う に し た 導 体 １ に 電 圧 が 作 用 す る と 、 こ の 導 体 １ と 接 地 さ れ た ケ ー シ ン グ Ａ と

の 間 に 浮 遊 容 量 Ｓ Ｃ が 生 成 さ れ る 。 な お 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 導 体 １ と ケ ー シ ン グ Ａ と を

対 向 さ せ て 、 そ れ ら の 間 で 浮 遊 容 量 Ｓ Ｃ が 生 成 さ れ る よ う に し た が 、 例 え ば 導 体 １ の 対 向

相 手 と し て は 、 床 面 や 接 地 電 位 を 保 っ た 他 の 部 材 等 を 用 い て も 良 い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 そ し て 、 上 記 浮 遊 容 量 Ｓ Ｃ は 、 導 体 １ と ケ ー シ ン グ Ａ と の 対 向 長 さ Ｌ に 応 じ て そ の 容 量

が 決 ま る が 、 で き る だ け 小 さ く す る こ と が 望 ま し い 。

　 こ の よ う に 浮 遊 容 量 Ｓ Ｃ の 容 量 が 微 小 で あ れ ば 、 導 体 １ の 先 端 と 除 電 対 象 物 １ １ と の 間

で 絶 縁 破 壊 が 発 生 し た と し て も 、 浮 遊 容 量 の 蓄 電 量 に 相 当 す る 電 流 し か 流 れ な い の で 、 上

記 導 体 と 除 電 対 象 物 と が 瞬 時 に 同 電 位 に な る 。

　 ま た 、 浮 遊 容 量 Ｓ Ｃ の 容 量 が 小 さ い と 、 短 い 時 間 で 充 放 電 を 繰 り 返 す が 、 こ の よ う に 繰

り 返 さ れ る 充 放 電 に よ っ て 流 れ る 電 流 も 十 分 に 小 さ い の で 、 放 電 エ ネ ル ギ ー も 小 さ く な る

。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 な お 、 上 記 浮 遊 容 量 Ｓ Ｃ は 上 記 の よ う に 導 体 １ と 浮 遊 容 量 生 成 手 段 で あ る ケ ー シ ン グ Ａ

と の 対 向 長 さ Ｌ に よ っ て 決 ま る が 、 こ の 対 向 長 さ Ｌ も 上 記 導 体 １ の 断 面 形 状 に 応 じ て 変 化

す る 。 例 え ば 、 断 面 が 平 板 状 の 導 体 あ る い は 大 径 の 導 体 な ど 、 対 向 面 積 が 大 き な 導 体 で あ

れ ば 、 そ の 長 さ を 相 対 的 に 短 く で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま た 、 図 １ に お い て ケ ー シ ン グ Ａ か ら 突 出 し た 導 体 １ の 先 端 か ら 高 抵 抗 素 子 ２ ま で の 距

離 を 対 向 長 さ Ｌ と し て 設 定 し て い る が 、 導 体 １ の 突 出 端 が ケ ー シ ン グ Ａ に 近 け れ ば 、 浮 遊

容 量 Ｓ Ｃ に 影 響 を 及 ぼ す 。 そ こ で 図 １ で は 導 体 １ の 先 端 か ら 高 抵 抗 素 子 ２ ま で を 対 向 長 さ

Ｌ と し て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 さ ら に 、 上 記 高 抵 抗 素 子 ２ は 、 上 記 絶 縁 破 壊 時 の 電 流 の 流 れ を 抑 え て 、 浮 遊 容 量 Ｓ Ｃ に

蓄 電 さ せ る と と も に 、 導 体 １ の 先 端 が 除 電 対 象 物 １ １ に 接 触 し た 後 は 、 除 電 対 象 物 １ １ の
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静 電 気 を ケ ー ブ ル ｘ に ス ム ー ズ に 流 せ る 抵 抗 値 を 保 て ば よ い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 例 え ば 、 浮 遊 容 量 を 微 小 な ３ ｐ Ｆ 程 度 に 設 定 す る と と も に 、 高 抵 抗 素 子 ２ の 抵 抗 値 を １

０ ０ Ｍ Ω 程 度 と し た と き 、 時 定 数 τ は ０ ． ３ ｍ ｓ と な る の で 、 ３ ｐ Ｆ 及 び １ ０ ０ Ｍ Ω は 十

分 に 許 容 で き る も の で あ る 。

　 た だ し 、 浮 遊 容 量 Ｓ Ｃ は 小 さ け れ ば 小 さ い ほ ど よ い 。 な ぜ な ら 、 浮 遊 容 量 Ｓ Ｃ が 小 さ け

れ ば 絶 縁 破 壊 時 の 放 電 エ ネ ル ギ ー を 小 さ く で き る か ら で あ る 。 し か し 、 可 燃 性 物 質 の 最 小

着 火 エ ネ ル ギ ー が 大 き い 場 合 は そ れ に 応 じ て 浮 遊 容 量 Ｓ Ｃ の 容 量 を 大 き く し て も 良 い 。 実

際 に は ０ ． １ ｐ Ｆ ～ ５ ｐ Ｆ の 範 囲 で あ れ ば 許 容 限 度 内 と い え る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ま た 、 高 抵 抗 素 子 ２ の 抵 抗 値 は 、 浮 遊 容 量 Ｓ Ｃ を 蓄 電 さ せ る た め に は 大 き け れ ば 大 き い

ほ ど 良 い 。 し か し 、 除 電 対 象 物 １ １ の 除 電 を 考 慮 す る と 、 そ の 大 き さ に も 限 界 が あ る 。 そ

の 上 限 は 、 時 定 数 τ を 考 慮 す る と ５ ０ ０ Ｍ Ω 程 度 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 上 記 の よ う に し た 除 電 機 構 は 、 ケ ー シ ン グ Ａ と と も に 導 体 １ の 先 端 を 除 電 対 象 物 １ １ に

接 近 さ せ る 。 こ の 接 近 過 程 で 導 体 １ の 先 端 と 除 電 対 象 物 １ １ と の 間 で 絶 縁 破 壊 が 起 こ る と

、 両 者 の 間 に 電 流 が 流 れ る 。 こ の と き 高 抵 抗 素 子 ２ の 抵 抗 値 が 大 き い の で 、 浮 遊 容 量 Ｓ Ｃ

に 除 電 対 象 物 １ １ と 同 電 位 に な る ま で 電 荷 が 蓄 電 さ れ る が 、 こ の 浮 遊 容 量 Ｓ Ｃ の 容 量 が 小

さ い の で 、 導 体 １ の 先 端 の 電 位 が 除 電 対 象 物 １ １ と 瞬 時 に 同 電 位 に な る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 導 体 １ の 先 端 と 除 電 対 象 物 １ １ と が 瞬 時 に 同 電 位 に な る の で 、 流 れ る 電 流 は き わ め て 小

さ い も の に な る 。

　 ま た 、 放 電 に よ っ て 浮 遊 容 量 Ｓ Ｃ に 蓄 電 さ れ た 電 荷 が ゼ ロ に な れ ば 、 再 び 放 電 破 壊 が 起

こ り 、 蓄 電 さ れ た 電 荷 が ゼ ロ に な る た び に 放 電 破 壊 が 繰 り 返 さ れ る が 、 繰 り 返 さ れ る 放 電

破 壊 に よ る 電 流 も 小 さ い の で 、 着 火 放 電 を 起 こ す こ と は な い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 ２ は 、 上 記 の よ う に し た 除 電 機 構 を 電 流 計 測 器 と 併 用 す る 場 合 に つ い て の 概 略 図 で あ

る 。

　 す な わ ち 、 図 ２ に お い て 、 上 記 の よ う に し た 除 電 機 構 で 測 定 対 象 物 １ １ を 除 電 し た 後 、

テ ス タ Ｔ で 電 流 を 計 測 す る よ う に し た も の で あ る 。

　 な お 、 こ の テ ス タ Ｔ と 除 電 機 構 と を 一 体 的 に 設 け て も よ い こ と は 当 然 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 図 ３ ， ４ に 示 し た 接 地 確 認 装 置 は 、 接 地 さ れ た ケ ー シ ン グ Ａ を 備 え 、 こ の ケ ー シ ン グ Ａ

の 開 口 部 分 か ら 導 体 １ の 先 端 を 突 出 さ せ て い る 。 こ の 導 体 １ は 高 抵 抗 素 子 ２ を 介 し て 導 電

棒 状 体 ３ に 接 続 す る と と も に 、 こ の 導 電 棒 状 体 ３ を 絶 縁 体 ４ で 被 覆 し て い る 。 さ ら に 、 こ

の 導 電 棒 状 体 ３ の 端 部 、 す な わ ち 導 体 １ と は 反 対 側 に お け る 端 部 に 板 状 の 切 換 え 素 子 ５ を

固 定 し て い る 。

　 上 記 の よ う に し た 導 体 １ 、 高 抵 抗 素 子 ２ 及 び 導 電 棒 状 体 ３ の そ れ ぞ れ は 軸 線 方 向 に 一 体

的 に 移 動 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 さ ら に 、 上 記 ケ ー シ ン グ Ａ に は 、 板 状 の 接 地 素 子 ６ を 固 定 し て い る が 、 こ の 接 地 素 子 ６

は ケ ー シ ン グ Ａ を 介 し て 常 時 接 地 さ れ て い る 。 上 記 し た 絶 縁 体 ４ と 一 体 の 導 電 棒 状 体 ３ は

こ の 接 地 素 子 ６ を 貫 通 し て 導 体 １ と は 反 対 側 に 突 出 さ せ る と と も に 、 そ の 突 出 端 に 上 記 切

換 え 素 子 ５ を 固 定 し て 、 導 電 棒 状 体 ３ と 切 換 え 素 子 ５ と を 電 気 的 に 導 通 さ せ て い る 。

　 そ し て 、 上 記 接 地 素 子 ６ と 対 向 し て 絶 縁 材 料 か ら な る ば ね 受 板 ７ を ケ ー シ ン グ Ａ 内 に 固

定 す る と と も に 、 こ の ば ね 受 板 ７ と 上 記 切 換 え 素 子 ５ と の 間 に ば ね 部 材 ８ を 介 在 さ せ て い

る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 し た が っ て 、 上 記 ば ね 部 材 ８ の ば ね 力 で 通 常 は 切 換 え 素 子 ５ を 接 地 素 子 ６ に 接 触 さ せ 、

こ れ ら 切 換 え 素 子 ５ 及 び 接 地 素 子 ６ を 介 し て 導 体 １ を 接 地 側 に 導 通 さ せ て い る 。
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　 ま た 、 上 記 ば ね 受 板 ７ を 境 に し て 接 地 素 子 ６ と は 反 対 側 に 測 定 電 源 回 路 ９ を 設 け 、 こ の

測 定 電 源 回 路 ９ と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 導 体 連 結 素 子 １ ０ を 設 け て い る 。 こ の 導 体 連 結 素 子

１ ０ の 先 端 は 、 接 地 素 子 ６ に 接 触 し た 切 換 え 素 子 ５ と の 間 で 間 隔 を 保 っ て 対 向 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 上 記 の よ う に 構 成 し た の で 、 切 換 え 素 子 ５ は 通 常 は ば ね 部 材 ８ の ば ね 力 の 作 用 で 接 地 素

子 ６ に 接 触 し て 、 導 体 １ を 接 地 側 に 導 通 し て い る 。 し た が っ て 、 導 体 １ を 図 示 の 測 定 対 象

物 １ １ に 接 触 さ せ れ ば 、 こ の 対 象 物 １ １ は 接 地 側 に 接 続 さ れ て 除 電 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 上 記 の 状 態 か ら 、 導 体 １ を 測 定 対 象 物 １ １ に さ ら に 強 く 押 し 付 け れ ば 、 導 体 １ と 一 体 的

に 移 動 す る 切 換 え 素 子 ５ が ば ね 部 材 ８ の ば ね 力 に 抗 し て 移 動 し 、 接 地 素 子 ６ か ら 切 り 離 さ

れ る と と も に 、 切 換 え 素 子 ５ が 導 体 連 結 素 子 １ ０ に 接 触 し 、 導 体 １ を 測 定 電 源 回 路 ９ に 接

続 す る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 し た が っ て 、 導 体 １ を 測 定 対 象 物 １ １ に 接 触 さ せ て 除 電 す る プ ロ セ ス と 、 導 体 １ を 測 定

対 象 物 １ １ か ら 切 り 離 し て 測 定 電 源 回 路 ９ に 接 続 す る プ ロ セ ス と を 一 連 の 動 作 で 実 現 で き

る 。

　 な お 、 上 記 の こ と か ら も 明 ら か な よ う に 、 切 換 え 素 子 ５ 、 接 地 素 子 ６ 、 ば ね 部 材 ８ 及 び

導 体 連 結 素 子 １ ０ の そ れ ぞ れ が 相 ま っ て 、 こ の 発 明 の 切 換 え 機 構 を 構 成 す る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 ま た 、 こ の 接 地 確 認 装 置 に お い て も 、 上 記 し た 除 電 機 構 と ま っ た く 同 じ 機 構 が 備 わ っ て

い る 。 す な わ ち 、 接 地 さ れ た ケ ー シ ン グ Ａ と 、 こ の ケ ー シ ン グ Ａ と 対 向 す る 導 体 １ と 、 高

抵 抗 素 子 ２ と 接 地 電 位 保 持 手 段 と し て の 接 地 素 子 ６ と が 備 わ っ て い る 。 そ し て 、 除 電 機 能

を 発 揮 す る 上 で は 、 上 記 各 構 成 要 素 の 機 能 も 上 記 し た 除 電 機 構 と 同 じ で あ る 。

　 し た が っ て 、 こ の 接 地 確 認 装 置 に お い て 、 接 地 さ れ た ケ ー シ ン グ Ａ 、 こ の ケ ー シ ン グ Ａ

と 対 向 す る 導 体 １ 、 高 抵 抗 素 子 ２ 及 び 接 地 電 位 保 持 手 段 と し て の 接 地 素 子 ６ に つ い て は 除

電 機 構 の 説 明 を 援 用 す る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 一 方 、 上 記 測 定 電 源 回 路 ９ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 測 定 用 電 源 で あ る キ ャ パ シ タ Ｃ 、 こ

の キ ャ パ シ タ Ｃ の 電 圧 を 検 出 す る こ の 発 明 の 測 定 手 段 と し て の 電 圧 計 Ｖ 、 上 記 キ ャ パ シ タ

Ｃ に 蓄 電 さ せ る た め の 直 流 電 源 １ ２ 、 電 源 １ ２ と キ ャ パ シ タ Ｃ と の 間 で 開 閉 す る 連 動 ス イ

ッ チ １ ３ 及 び こ の 連 動 ス イ ッ チ １ ３ と キ ャ パ シ タ Ｃ と の 間 を 開 閉 す る 手 動 ス イ ッ チ １ ５ を

設 け て い る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 そ し て 、 上 記 連 動 ス イ ッ チ １ ３ は 連 動 手 段 １ ４ を 介 し て 切 換 え 素 子 ５ と 連 動 す る よ う に

し て い る 。 つ ま り 、 切 換 え 素 子 ５ が 接 地 素 子 ６ と 接 触 し て い る と き に は 、 当 該 連 動 ス イ ッ

チ １ ３ が 閉 じ て キ ャ パ シ タ Ｃ が 電 源 １ ２ に 接 続 さ れ 、 キ ャ パ シ タ Ｃ は チ ャ ー ジ さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ま た 、 切 換 え 素 子 ５ が ば ね 部 材 ８ に 抗 し て 移 動 す る と 、 切 換 え 素 子 ５ と 接 地 素 子 ６ と が

切 り 離 さ れ る と と も に 、 切 換 え 素 子 ５ と 導 体 連 結 素 子 １ ０ と が 接 触 状 態 を 保 つ 。 こ の 接 触

状 態 で は 連 動 ス イ ッ チ １ ３ が 開 い て 、 電 源 １ ２ に よ る キ ャ パ シ タ Ｃ の チ ャ ー ジ は 中 断 す る

と と も に 、 キ ャ パ シ タ Ｃ に 蓄 え ら れ た 電 荷 が 導 体 １ を 介 し て 測 定 対 象 物 １ １ に 流 れ る こ と

に な る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 上 記 の よ う に し た 接 地 確 認 装 置 は 、 導 体 １ を 測 定 対 象 物 １ １ に 接 触 さ せ て い る 状 態 、 す

な わ ち 通 常 の 状 態 で は 、 切 換 え 素 子 ５ が ば ね 部 材 ８ の ば ね 力 の 作 用 で 接 地 端 子 ６ に 接 触 し

て 導 体 １ を 接 地 側 に 接 続 す る と と も に 、 連 動 ス イ ッ チ １ ３ を 図 ４ に 示 す よ う に 閉 じ て キ ャ

パ シ タ Ｃ を チ ャ ー ジ す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 上 記 の 状 態 か ら 導 体 １ を 測 定 対 象 物 １ １ の 至 近 距 離 ま で 近 づ け る と 、 測 定 対 象 物 １ １ の

帯 電 量 に よ っ て は 絶 縁 破 壊 を 起 こ し て 、 測 定 対 象 物 １ １ か ら 導 体 １ に 放 電 が 起 こ る が 、 こ
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の と き の 放 電 エ ネ ル ギ ー が 小 さ く な る 原 理 は 、 除 電 機 構 と す べ て 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ま た 、 導 体 １ の 先 端 を 移 動 し て そ れ を 測 定 対 象 物 １ １ に 接 触 さ せ る と 、 測 定 対 象 物 １ １

は 接 地 素 子 ６ を 介 し て 接 地 さ れ る の で 、 対 象 物 １ １ は 除 電 さ れ る 。 こ の よ う に 対 象 物 １ １

が 事 前 に 除 電 さ れ る の で 、 そ の 電 荷 が 測 定 電 源 回 路 ９ に 流 れ て そ れ を 破 壊 し た り 、 あ る い

は 発 火 さ せ た り し な い 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 特 に 、 上 記 測 定 電 源 回 路 ９ の 電 源 電 圧 は 、 防 爆 対 策 を 考 慮 し て 非 常 に 低 い 値 に 設 定 さ れ

、 通 常 は ５ Ｖ 前 後 の 電 圧 が 想 定 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 上 記 の よ う に 測 定 対 象 物 １ １ を

事 前 に 除 電 し て 、 そ の 電 荷 が 測 定 電 源 回 路 ９ に 流 れ る の を 防 止 す る 意 義 は き わ め て 大 き い

。

　 な お 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 上 記 測 定 対 象 物 １ １ を 事 前 に 除 電 す る 機 能 と 、 高 抵 抗 素 子 ２

の 抵 抗 に よ っ て 測 定 電 源 回 路 ９ に 電 流 が 逆 流 す る の を 防 止 す る 機 能 と を 兼 ね 備 え て い る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 上 記 の よ う に 導 体 １ を 測 定 対 象 物 １ １ に 接 触 さ せ て か ら そ れ を さ ら に 強 く 押 し 付 け る と

、 導 体 １ は 導 電 棒 状 体 ３ を 介 し て 切 換 え 素 子 ５ を ば ね 部 材 ８ の ば ね 力 に 抗 し て 押 し 、 切 換

え 素 子 ５ を 接 地 素 子 ６ か ら 切 り 離 す と と も に 、 切 換 え 素 子 ５ を 導 体 連 結 素 子 １ ０ に 接 触 さ

せ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 ま た 、 上 記 の よ う に 切 換 え 素 子 ５ が 導 体 連 結 素 子 １ ０ に 接 触 す る 過 程 で は 、 連 動 手 段 １

４ が 連 動 ス イ ッ チ １ ３ を 押 し 開 く の で 、 キ ャ パ シ タ Ｃ に 対 す る チ ャ ー ジ は 中 断 さ れ る と と

も に 、 こ の キ ャ パ シ タ Ｃ に 蓄 え ら れ た 電 荷 が 、 導 体 連 結 素 子 １ ０ 、 切 換 え 素 子 ５ 、 導 電 棒

状 体 ３ 及 び 高 抵 抗 素 子 ２ を 介 し て 導 体 １ に 導 か れ る 。 そ し て 、 こ の と き の キ ャ パ シ タ Ｃ の

電 荷 量 を 電 圧 計 Ｖ で 測 定 す る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 上 記 キ ャ パ シ タ Ｃ の 電 荷 量 が ゼ ロ に な れ ば 、 そ の 電 荷 の す べ て が 測 定 対 象 物 １ １ を 介 し

て 接 地 側 に 流 れ た と 推 測 で き る の で 、 こ の 場 合 に は 当 該 測 定 対 象 物 １ １ が 接 地 さ れ て い る

と 判 定 で き る 。 逆 に 、 電 荷 量 が ゼ ロ に な ら な け れ ば 、 測 定 対 象 物 １ １ が 接 地 不 良 の 状 態 に

あ る と 判 定 で き る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 上 記 の よ う に し て 測 定 を 終 了 し た ら 、 導 体 １ を 対 象 物 １ １ か ら 離 す が 、 そ の 過 程 で 、 切

換 え 素 子 ５ が 接 地 素 子 ６ に 接 触 し た 状 態 を ほ ん の 少 し の 間 保 つ 。 こ の よ う に 接 触 状 態 を 保

て ば 、 測 定 終 了 後 の 測 定 対 象 物 １ １ の 残 留 電 荷 を 接 地 側 に 流 し て 除 電 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 い ず れ に し て も 、 導 体 １ を 対 象 物 １ １ に 接 触 さ せ て 、 接 地 の 良 ・ 不 良 を 測 定 す る ま で と

、 そ の 測 定 終 了 後 に 対 象 物 １ １ の 残 留 電 荷 を 接 地 側 に 流 し て 除 電 を 終 了 す る ま で と を 、 一

連 の 動 作 で 連 続 的 に 行 う こ と が で き 、 こ の 動 作 の 一 連 性 も 、 こ の 実 施 形 態 の 大 き な 特 徴 で

あ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 な お 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 測 定 電 源 回 路 ９ の キ ャ パ シ タ Ｃ の 電 荷 量 を 測 定 す る よ う に し

た が 、 例 え ば 、 測 定 用 電 源 を キ ャ パ シ タ Ｃ に 変 え て バ ッ テ リ ー を 用 い て も 良 い 。 た だ し 、

こ の 場 合 に は 、 バ ッ テ リ ー か ら 流 れ る 電 流 の 大 き さ に よ っ て 、 対 象 物 １ １ の 接 地 状 況 を 判

定 す る こ と に な る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 し か し 、 電 流 の 大 き さ で 接 地 状 況 を 判 定 す る と な る と 、 そ の 電 流 量 の 基 準 設 定 が 難 し く

な る 。

　 し た が っ て 、 上 記 実 施 形 態 の よ う に キ ャ パ シ タ Ｃ の 電 荷 量 が ゼ ロ に な っ た か 否 か で 接 地

状 況 を 判 定 す る 方 が 、 明 確 な 判 定 が 可 能 に な り 有 利 で あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ６ ０ 】
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　 可 燃 性 溶 剤 や 粉 体 な ど を 取 り 扱 う 危 険 な 場 所 で の 着 火 事 故 を 防 ぐ た め の 除 電 機 構 あ る い

は 接 地 確 認 装 置 と し て 有 効 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ １ 】

　 １ … 導 体 、 ２ … 高 抵 抗 素 子 、 ｘ … 接 地 電 位 保 持 手 段 、 ５ … 切 換 え 素 子 、 ６ … 接 地 素 子 、

８ … ば ね 部 材 、 ９ … 測 定 電 源 回 路 、 １ ０ … 導 体 連 結 素 子 、 １ １ … 対 象 物 、 Ｌ … 間 隔 、 Ｓ Ｃ

… 浮 遊 容 量 、 Ｃ … キ ャ パ シ タ 、 Ｖ … 電 圧 計 、 １ ３ … 連 動 ス イ ッ チ 、 １ ４ … 連 動 手 段

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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